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研究成果の概要（和文）：本研究は「外来牧草の雑草化防止に及ぼす草地の種多様性の影響」を
解明することで生物多様性の「強さ」の程度を評価する試みである。 
１、宮崎県串間市都井岬の岬馬放牧地（国指定天然記念物）では小松ヶ丘では雑草化が進行して
いたが扇山では進行していなかった。 
２．土壌中の窒素濃度が高い場所ほど外来牧草の雑草化が進行していた。ポット栽培の結果、在
来種の密度と種多様性が高い場合ほど外来種の増加を防ぐことが示された。 
                 
研究成果の概要（英文）：The object of this study is to know the “Effect of species diversity 
on invasion of introduced forage plants”through field survey and field experiments. 
1, This grassland has been maintained as habitat of native horse that is one of national 
monument of our country. Few years ago, Komatugaoka and Ougiyama was dominated by native 
plants such as Zoysia japonica. Komatugaoka changed from native grass to alien grass 
dominated grassland for over 10 years. But, Ougiyama was not changed.  
2, The species diversity of native plants was higher Ougiyama than Komatugaoka. Nitrogen 
content of soil of Komatugaoka was higher than Ougiyama . 
3. The alien grass can’t grow in a pot of high species richness and high density of native 
plant. 
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１．研究開始当初の背景 
 外来牧草は、草地からエスケープして増殖
し生態系や人間活動への影響が特に大きい
「侵略的外来種」とみなされており、2005 年

に施行された外来生物法（特定外来生物によ
る生態系等に係る被害の防止に関する法律）
でも要注意外来生物にリストされている。外
来牧草が禁止の対象となれば、穀物価格が上
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昇して厳しい経営状況の畜産農家にとって
は深刻である。このような規制の動きに対応
するためには、外来牧草が雑草化するリスク
や条件を明確化し、それを回避する管理方法
の開発が重要である。 
 
２．研究の目的 
 生物多様性のもつ意義と重要性は、1992 年
の地球サミットで「生物多様性条約」が採択
されたのを契機に生物多様性の維持機構や
機能に関する研究や侵略的外来生物による
生物多様性の危機に関する研究は数多く展
開されている。本研究は「外来牧草の雑草化
防止に及ぼす草地の種多様性の影響」を解明
することにより、生物多様性の重要な要素で
ある種多様性が持つ頑強性の程度を評価す
る試みである。そこで、外来牧草が雑草化す
るリスクや条件を明確化し、それを回避する
管理方法の開発を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
１）植生調査と土壌調査 
 2004 年と 2010 年との間の植生変化を明ら
かにするため、岡(2004)とほぼ同じ地点(小
松ヶ丘地区と扇山地区の 22か所)における植
生調査を行った。植生調査は 2010 年 10 月 4
日に行い、調査地点は携帯型 GPS装置(Garmin
社製 GPSmap60CSx)を用いて、岡(2004)で調
査された地点とほぼ同じ緯度経度の地点に
設定した。 
 植生調査は 2004 年の調査(岡、2004)と同
様に、50cm 四方の枠を用いて、その中の出現
種名、種数、草高(平均)、被度、土壌硬度を
調べた。 
 今回は、新たに採土器(Daiki 社製 コア・
サンプラー(20cm 用) DIK-1621)を用いて採
取した土壌(各調査地点毎に 100cc)を実験室
に持ち帰り、土壌分析を行った。T-N、T-C の
測定には NC アナライザーを使用し、スタン
ダードとしてアスパラギン酸を用いた。 
 NCアナライザーでの測定は、2連で行った。 
 
２）ポット実験１：土壌硬度 
 シバの有無 2処理×踏圧の有無 2処理×外
来牧草 3処理=12 処理で 4ブロック(反復)の
計 48ポットを用意し、圃場で栽培を行った。 
 栽培にはワグネルポット(1/5000a)を使用
し、踏圧がある処理区では、毎月、大型ハン
マーを用いてポットに踏圧を加えた。 
 
３）ポット実験２：在来植物密度と種多様性 
 2010 年 5 月 17 日に都井岬の小松ヶ丘地区
の草地から在来種 4種、外来牧草 2種を採取
した。 
 在来種：シバ(イネ科)、 スゲ(カヤツリ
グサ科)、 チドメグサ(セリ科)、 メドハ

ギ(セリ科) 
外来牧草：カーペットグラス(イネ科)、バヒ
アグラス(イネ科) 
 在来種のシバとメドハギは都井岬草原で
は優占種であり、スゲやチドメグサは優占種
ではないが比較的出現頻度が高い種である。 
2010年 5月19日にワグネルポット(1/5000a)
に植え付け、宮崎大学の温室内で栽培した。 
栽培は無肥料で、在来種密度を 0、4、8とし
た処理によりポットの中央に外来牧草を植
え付け、その後の外来牧草の被度の変化を測
定した。 
 毎月 1 回、刈取りを行い(草高を約 4cm に
そろえた)、刈取り 1 週間後に点格子板法に
より外来牧草被度の測定を6月～11月まで毎
月一回行った。 
 実験は在来種密度 44 処理と在来種構成 4
処理および外来牧草2処理を組み合わせた16
処理で 3 ブロック(反復)の計 48 ポットでの
配置で行った 
 
４．研究成果 
１）植生調査と土壌調査 
 
 出現種数は扇山の方が豊富で、在来種数、
在来種被度も扇山の方が有意に高かった。外
来種数、外来牧草被度は小松ヶ丘で有意に高
かった。草高については有意ではないものの、
場所間で差がある傾向がみられた
(F=3.47,p=0.0772)。 
 
 

図 1  

シ
バの被度と外来イネ科牧草 
    の被度との関係 
 
 土壌硬度は小松ヶ丘が扇山より高いが、有
意差はなかった。裸地％も同様に有意差は見
られなかった。 
 土壌分析値について場所間で有意差があ
ったものは、T-C、C/N 比であった。PO2 は、
有意ではないものの、場所間で差がある傾向
がみられた(F=3.036 p=0.0968)。 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 
図 2  在来種被度と外来牧草被度との 

   関係 

 

 
図 3  T-N と外来イネ科牧草の被度と 

   の関係 

 
２）ポット実験１：土壌硬度 
分散分析表によると、シバの有無については
明らかな有意差が認められた(F=18.495、
p=0.0001)。また、外来牧草名についても有
意差が認められ(F=5.165、p=0.0107)、外来
牧草の違いによって被度が異なる事が明ら
かであった。 
 図 4  踏圧と外来イネ科牧草の 
    被度との関係 

踏圧に関しては外来牧草の被度に有意差が
見られなかった(F=0.223、p=0.6394)ため、
踏圧の有無は外来種被度に影響を与えない
ことが分かった。 

 
３）ポット実験２：在来植物の密度と種多様
性 
今回行ったポット栽培試験による外来牧草
の被度は、在来植物の密度の影響を大きく受
けることが明らかとなった。 
図 5  在来種の密度と多様性が外来 
  イネ科牧草の被度に及ぼす影響 
 
カーペットグラスとバヒアグラスとでは 
被度の値に違いはあるものの、同様の傾向を
示した。 
 
 このことから、外来牧草の被度には密度が

影響し、外来牧草が雑草化するには裸地が必
要だと思われる。 
 種多様性については、どの時期においても
F 値が低く、外来牧草の被度は種多様性の違
いそのものによっては、あまり影響を受けて
いないことがわかった。 
 このことは、優占種のシバであっても非優
占種であっても外来牧草の侵入・優占を阻止
する能力は大きな差がないことを意味する。
もしも、チドメグサのような非優占種が外来
牧草の侵入・優占を阻止する能力に劣る場合
でも、種多様性が高い在来種構成の場合には、
外来牧草の被度が低くなると予想される。 
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